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平成２６年３月３０日・隔月発行 

ＶＯＬ.３０ 
編集・発行 
生駒市市民活動推進センター ららポート 

                         

ららだより 
 

◎対象＝環境保全、子どもの健全育成、福祉の増進など社会貢献のための活動を自主的に非営利で行う

団体の事業 

◎募集期間＝平成２６年４月１日（火）～４月２５日（金） 

◎申し込み・問い合わせ＝申請書に必要事項を記入して、 

＜郵送の場合＞生駒市市民活動推進センターららポート(〒630-02５７生駒市元町 1 丁目7 番6 号) 

＜持参の場合＞市民活動推進課(生駒市役所 4 階)、または、市民活動推進センターららポート迄 

◎申請書は市民活動推進課、市民活動推進センターららポートなどで配布するほか、市ホームページで

もダウンロードできます。 

◎詳しくは市ホームページに掲載している募集要項をご覧ください。 

 

18 歳以上の市民のみなさんが、制度に登録した市民活動団体が行う事業の中から、支援したい

事業を選んで市に届出し、その届出数を考慮して団体に支援金(※１)が交付される制度「マイサポ

いこま（生駒市民が選択する市民活動団体支援制度）」。支援を希望する団体(＝マイサポ団体)を

募集します。 

☆ららだよりは、生駒市 HP でもご覧いただけます! 生駒  ららだより  で検索！ 

◇ 個別窓口相談会 ◇ 

マイサポいこま登録に関する個別窓口相

談会を実施しますので、ご利用ください。 

※要予約 

期間：平成２６年 4月 2４日（木）まで 

場所：市民活動推進センターららポート 

あなたの活動を支援する制度があります！ 
 

※１ 支援対象経費の 2分の 1 以内で上限 50 万円です 

平成２５年度は３０団体がマイサポ団体となり、8,188 人からの 

届出を受け、団体への交付決定額は、4,481,926 円となりました。 

※２ 市民 1 人当たり一定の額の権利を持って、3 団体まで選択。1 団体を選択した場合は 1 人当たりの支援
額の全額、2団体の場合はその 2分の１相当額、3団体の場合はその 3分の１相当額が選択した団体への支
援額となります。 
<市民 1人当たりの額>は、6 月 1日現在の個人市民税の合計額の１％相当額を、同日現在の 18歳以上の市
民の人数で割って算出します。平成 25年度は 1 人当たり 816 円でした。26 年度分は 6 月中旬にホームペー
ジなどでお知らせします。 

※２ 

生駒市 

市民 

（18 歳以上） 

公益活動団体 

(ボランティア団体

NPO) 

「支援したい」 

  公益活動 

 

②マイサポ 

団体の公表 

③支援したい 
団体を選択  
届出 

④市民の選択を 
考慮し支援金交付 

マイサポいこまは平成 26 年度で 4 年目になります。今回より市民に向けて団体の活動をよりアピールして

いただけるよう申請書の様式を少し変更しました。マイサポに申請し、この機会に市民のみなさんに、団体

のこと、活動のことを知っていただき支援の輪を広げていきましょう。 

①マイサポ

制度へ申請 

 

マイサポいこま  平成２６年度 マイサポ団体を募集！ 

生駒市市民活動推進センター ららポート 〒630-0257生駒市元町 1丁目７番６号 ＴEL：0743-75-6000 FAX：０743-75-0151 
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今回は、子どもたちと同じ目の輝きを持っている宮

田さん。壊れたおもちゃを前に生き生きと、時には悪

戦苦闘しながら修理に取り組んでいます。 

宮田さんがおもちゃを修理する、おもちゃドクター

になったのは、昨年の夏、新聞でおもちゃドクターの

講習会があるのを見たのがきっかけだ。講習会のこと

を知って、すぐに申し込んだ。２日間の講習でおもち

ゃ修理の技術を学んだ。 

宮田さんが定年まで働いた仕事は、子どもたちが使

う教材の企画・販売。長く働いてきた中で、「売れ続

けるもの＝子どもが楽しめるもの・教育の場で受け入

れるもの」と常に感じていた。宮田さんはこまを幼稚

園に売るときには、まず先生方にこま回しの講習会を

開く。今の子どもたちにこまの楽しさを知ってもらう

ためには、まず、先生方がこまを楽しむことが大切だ

からだ。こま回しが苦手だった先生方も上手に回し楽

しむ様子を見た子どもたちは自然と自分たちも夢中

になっていく。こうして、こまが売れ続けている。 

 

おもちゃ病院生駒病院が、ららポートで開催される

日には、子どもたちが大事にしていたおもちゃを手に

続々と訪れる。おもちゃの状態を「カルテ」に書き込

み、「入院」し、早ければその日に「退院」する。ら

らポートに来た時と、元通りになったおもちゃを手に

帰る時では、子どもたちの顔が全く違う。時には、「治

療中」のおもちゃを横でじーっと見ている子どもも居

る。宮田さん自身、動かなくなったおもちゃが動くよ

うになる、鳴らなかったものが鳴るようになること

や、治療しているのを心配そうに見ている子どもが横

に居ることが嬉しい。しかし、中には元通りにならな

いおもちゃもある。おじいちゃんおばあちゃんの代か

ら受け継いできた大切なおもちゃも仕方なく現状の

ままお返しすることもある。思い入れのあるおもちゃ

だからこそ、修理も緊張する。仲間と協力しながら、

得意分野を分担して作業を進める。 

退院してきたおもちゃを手にして帰る子どもたち

は「家にもっと壊れたおもちゃ、あったかな～」とつ 

ぶやき、しばらく使っていなかったおもちゃにも思い

をはせる。 

 

 宮田さんは今、手作りのおもちゃのお店も経営して

いる。ハサミやクレヨンなど子どもたちが初めて使う

道具も取り扱っている。どんな道具が安全なのか、楽

しいかなど考えて揃える。お店では子どもたちはもち

ろん、お母さんが手作りおもちゃを楽しむ。お母さん

が手作りをしている間、子どもたちと遊ぶのは宮田さ

ん。 

 また、お店には県内の児童デイサービスの生徒が社

会適応訓練も兼ねて訪れる。切符を買って電車に乗

り、手作りおもちゃを完成させる。店内では、そんな

障がいがある人と子どもたちが自然に寄り添い合う

姿もある。 

 他にも宮田さんは、御所市でボランティアとして、

高齢者の短歌愛好家から短歌を集め、公民館などで短

歌会を開き、作品の掲示もする。高齢者がいつまでも

趣味を楽しんで続けられるお手伝いをしている。 

 

 多忙な宮田さんは何事にも感謝をして過ごしてい

る。仕事を６５歳まで続けられたことに感謝。元気な

ことに感謝。家族に感謝。仲間にも感謝。だから、社

会にお返しをしたい。遊びを通じて生まれてきて良か

ったな～と子どもたちに感じてほしいと語る。 

宮田さんは「ボランティア」という言葉を使わなくて

もボランティアをしている人はたくさん居ると言う。

自然とボランティアが存在し、社会がうまく動いてい

ると感じている。 

 

 

 

（修理をしていると 

 自然と笑顔になる 

 宮田さん） 

 

 

インタビュアー：池邨陽子（ららポートボランティアコーディネーター） 

みやた おさむ 
（65歳） 
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２月１５日(土)前日の大雪で開催が心配されましたが、コミュニティセンターで登録団体とららポートが協働

で実施する、ららポート交流事業「第５回らら♪まつり」を開催し６００名が参加されました。企画運営は市

民活動登録団体代表委員会が担いました。ららポートに登録している NPO が一堂に会して、フリーマーケッ

ト、体験プログラム、ブース展示などを通じて活動紹介をしました。 

ご報告 

せんとくんとたけ
まるくんも応援に
きたよ 

今年の共通テーマは 

「災害とボランティア～わたしたちができること～」 

各団体が、ボランティアの視点からどのような活動が

可能か考えて発表しました。 

フリーマーケットも大盛況。 
前日の雪で搬入が大変だったので、当日の
朝から大急ぎで準備しました。 

 

当日、ららポート登録団体以外にも 6名のボラン
ティアが参加。生駒市で活動している、たくさん
のボランティア団体を知りました。ボランティア
の皆さんも準備から片付けまで本当にお疲れさ
までした。 
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生駒市のホームページからボランティア情報が 

見られるようになりました！ 

http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/01500/02/01.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ららポート登録団体 ６８団体 〔構成人数 ２、０１４人〕  （３月１日現在） 

 

■生駒市市民活動推進センター ららポート 

  〒630-0257  奈良県生駒市元町１丁目７番６号 
     TEL：0743-75-6000、FAX：0743-75-0151 

     e-mail ：lalaport@city.ikoma.lg.jp 
生駒市公式Ｔwitter ｱｶｳﾝﾄ ：＠Ikoma_lalakatsu 

開館日時  月曜日～土曜日 午前９時～午後５時 
休 館 日  日曜日・祝日・年末年始 

※オストメイトトイレがあります※公共交通機関でお越し下さい 

 

 

昨年の夏は猛暑、年が明けて 2 月に

は大雪という激動の１年でした。で

も、ボランティア活動している方々

のパワーで、ららポートはいつも活

気があふれています。 

そして、春！みなさんと共にさらに

生駒市を元気にしていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いしま

す。〈い〉 

《編集後記》 

ボランティア 随時募集中！！ 
不幸な猫をなくすため、あなたにできることを 

お手伝いくださいませんか？ 
 

 
内容/飼い主のいないいない猫に、避妊・去勢手術を 

して、これ以上不幸な命が増えないようにする
ための活動と実践  

  ・日中の活動が可能で動物病院へ車の送迎 
  ・子猫の一時預かり など 
申込み・問合せ/生駒市地域ネコ活動連絡協議会 

林映子さん TEL/090-2288-245 

tiiki-neko@xd5.so-net.ne.jp 

 

 

 

 こわれたオモチャを修理する 
おもちゃの病院 

持って来ていただいたこわれたオモチャを 
おもちゃドクターが修理します。 

 
 
日時/４月１７日（木）、５月１５日（木） 
   受付は 10時～15 時 
場所/ららポート 3階 （申込み不要） 
費用/原則無料（部品代等の実費が必要になること

があります） 
問合せ/健やか交流塾おもちゃ病院 生駒病院 
    宮田修さん TEL/090-7873-4765 
※ボラボー（Ｐ２）もご覧ください 

各 課 の ペ ー ジ 

市 民 活 動 推 進 セ ン タ ー 

ア・ 

講 座 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 

活 動 相 談 の ペ ー ジ 

ららポート ボランティア情報 

ア・ 

ららポートの登録団体の活動内容を見たり、

イベントでのボランティア募集情報・市内の

施設でのボランティア情報がご覧いただけ

ます。 

また、ららポートでは、学生ボランティアや

個人ボランティアを大募集しています。 

是非、ホームページを検索して、ららポート

へお問い合わせください。 

あなたの力とハートを待っています！！ 

 

往馬大社大的奉納射会 
古式にならった大的射会 

生駒市弓道協会員による模範演武と体験会 

 
 

日時/5月２４日（土）１３時～１５時 

場所/往馬大社（壱分町１５２７－１） 

定員・参加費/なし（当日申込み） 

体験参加資格/小学３年生以上 

問合せ/NPO 法人しあわせ羅針盤  

谷村さんTEL/0743-73-0721 

 

 

 

イベント・ボランティア募集情報！ららポートからのお知らせ！ お知らせ 

 


